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中期経営計画の策定に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の臨時取締役会において、「中期経営計画（2013年７月～2016年６月）」につい

て決定いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

当社は、再生可能エネルギー事業（太陽光発電事業）の売上高が売上高全体に大きな割合を占めて

おります。現在、再生可能エネルギー市場は事業分野としての成長が著しく、そのため競争が激化し

てきている分野ではありますが、再生可能エネルギーの固定価格買取制度の継続や設備等への国等の

補助金の継続などの要因により急速な市場の拡大をみせております。そしてその国等の方針は、東京

五輪決定での安部首相の「今後３年間は再生可能エネルギーの普及、省エネルギーの推進を最大限加

速させる。」との会見どおり今後も継続されるものと予測しております。 

その急速な市場の変化に対し、速やかにかつ適切に対応するためには単年度計画だけでなく、３カ

年の中期的視点から経営数値目標を設定し、その達成のために戦略や戦術を策定し、進捗管理を行う

ことが経営成績の達成と企業価値向上のために必須と認識しております。 

その経営方針に基づき、今般３ヶ年の経営目標数値を策定しました。今後はグループ一丸となって

本中期経営計画を着実に実行し、経営課題を一つひとつ克服することにより強固な経営基盤を構築で

きるものと確信しておりますので、株主の皆様をはじめステークホルダーの皆様方には、これまで以

上のご厚誼を賜りますようお願い申し上げます。 

 

○中期経営計画 

  経営数値目標 平成28年６月期 売上高６０億 経常利益８.３億       （単位：千円） 

 平成25年６月期 

（前期実績） 

平成26年６月期 

（当期予想） 

平成27年６月期 

（中期計画） 

平成28年６月期 

（中期計画） 

売  上  高 2,303,314 3,379,941 4,505,000 6,072,000 

経 常 利 益 115,472 492,798 637,000 837,000 

経常利益率 5.0％ 14.5％ 14.1％ 13.7％ 

以上 

（注意事項）本資料に記載されている数値目標や将来見通しは、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したも

のであり、実際の業績は、様々な要素により記載の目標または見通しなどと異なる可能性があります。 
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会社概要：2013年６月30日現在     
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商号 

本社 

設立 

資本金 

発行済株式総数 

代表者 

事業内容 
 

収益セグメント 

拠点 

リアルコム株式会社（英訳名：Realcom Inc.）マザーズ上場2007年9月（Code：3856） 

東京都品川区東品川2-2-4天王洲ファーストタワー5F 

2000年４月（６月決算） 

8億215万円 

35,144株（１株単位） （潜在株式 ０株） 

代表取締役 龍 潤生 

「人」中心のナレッジマネジメントを通じたワークスタイル変革、組織改革を実現する
ためのＩＴ事業、建設機械販売事業、太陽光発電（ソーラー）事業 

・ＩＴ事業（ナレッジマネジメント事業） 
・建機販売事業 
・太陽光発電（ソーラー）事業 
 住宅用太陽光発電設備、産業用太陽光発電設備、メガソーラー発電設備等 
 パネルの設置からフェンス、監視装置の設置までワンストップサービスを実現 
 
グループ会社：WWB株式会社（建設機械販売事業、太陽光発電（ソーラー）事業） 

東京都品川区 

役員・従業員数 単体24名（連結44名) *常勤取締役、監査役含む  

2 
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1. リアルコムグループの軌跡 

3 
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第２STAGEへ 

第１成長期 

リアルコムグループの軌跡（振り返り） 
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創業期 

守りの 
収益体質強化 

2011年11月のグループ化以降、ＩＴ事業・建機事業を基盤に、自然エネルギー事業である 

太陽光発電（ソーラー）事業に本格的に参入し、 

グループ会社間のシナジーを活かした成長段階へ。 

今般、次のステージへとステップアップするため 

中期経営計画を策定いたしました。 

 

ﾅﾚｯｼﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ事業 

建機事業 

ｽﾏｰﾄﾃﾞﾊﾞｲｽ/ 

ｸﾗｳﾄﾞ事業 

ｿｰﾗｰ事業 

(商品販売) 

メガソーラー事業 

分譲ソーラー事業 

底堅い既存事業を積み

上げ、安定基盤を強化 

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞIT分野での
追加成長を実現 

太陽光発電システムの

輸入・販売をアグレッ

シブに行う 

下記物販に、元来の強
みであるITを付加する
ことで真のシナジーを
追求 

新成長シナリオ 

メガソーラー、分譲
ソーラーの管理 
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2013年6月期 連結累計期間 

ＩＴ事業 
建機販売 

事業 

太陽光発電 

(ソーラー） 

事業 

連結処理等 連結合計 

売上高 356,266 734,230 1,212,817 - 2,303,314 

営業利益   34,225 △4,880 208,066 △32,162    205,274 

経常利益    115,472 

当期純利益  116,652 

2013年6月期 通期連結業績・トピックス 

単位：千円 

• 前年対比：売上高 172.4％、営業利益 223.0％、経常利益 220.3％、当期純利益 373.6％ 

• 太陽光発電（ソーラー）事業は高利益率、経常利益率 約１７％ 

• 主な営業外損益及び特別損益 

    - 支払利息 18,437千円、為替差損 47,979千円、のれん償却 108,000千円 

• 三菱東京ＵＦＪ銀行の借入金を長期借入金へ。事業収支の向上要因も考慮し「継続企業の前提に関す

る注記」の記載を解消 

 

5 
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リアルコムグループが対処すべき課題 進捗状況 

6 

内容 概要・対応等 

「継続企業としての前提」 ・当社グループは平成24年6月期連結ベースで黒字化及び債務超過の解消を果たしまし
たが、有利子負債の残高は高水準であり、短期借入金の長期契約への変更により事業収
益に見合った返済を行える状況になることにより、継続企業としての前提に関する重要
な疑義の解消を目指します。 

「資金繰りの安定化」 ・新規の資金調達を行なわない前提でも平成25年6月期業績見通しについては達成可能
であると考えておりますが、経済環境や事業環境の変化に備えた資金やメガソーラー等
投資案件への対応、借入金削減による財務健全化のために、状況に応じて資金調達を検
討いたします。 

「内部統制の確立」 ・平成24年9月28日付「財務報告に係る内部統制の開示すべき重要な不備に関するお知
らせ」でお知らせしております通り、当社は平成24年6月期の内部統制報告書に開示す
べき重要な不備がある旨の記載をしており、当該重要な不備に対しては、是正方針のも
と内部統制の統制活動の強化を図っております。 

「のれんの減損」 ・WWBとの株式交換に伴い発生したのれん評価の対象はリアルコム（ＩＴ事業）の事
業となっております。リアルコムの事業の状況によっては当該のれんの価値を維持する
ことが不可能となり、その場合当該のれんの減損処理を行なう可能性があります。当社
グループの純資産の状況によっては、債務超過となる可能性もあります。 

「合併などによる実質的存続
性の喪失」 

・WWB株式会社との株式交換による猶予期間中。３年間の期間内（2015年6月30日ま
で）に東証による新規上場に準じた審査に係る申請を行なう必要があり、同申請を行な
えなかった場合には、上場廃止となるリスクがある。 
現在、同審査を行なう前提として、証券会社からの確認書提出が必要であるが、 
証券会社を選定中。 

継続企業の前提に関する注記の記載を解消しました 

営業活動から得られる資金で借入金の返済を開始しました 

内部統制の強化活動を推進しすでに確立しました 



Copyright ©  REALCOM INC.  www.realcom.co.jp Private  & Confidential 

2.中期経営計画 

「NEXT STAGE 2016」 
（2014/6期～2016/6期） 

7 

※中期経営計画の基本方針※ 

       ①「合併などによる実質的存続性の喪失」の解消を早期に実現する 

       ② 各事業のシナジーを活かし確かな成長をとげ企業価値向上を実現する 

       ③ 企業価値向上を果たし、配当金の早期実施を実現する 
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中期経営計画  経営数値目標 （2014/6期～2016/6期） 

2014/６期 2015/６期 2016/６期 

売 

上 

高 

Ｉ Ｔ 事業 269,860 278,104 286,610 

建機販売事業 607,230 638,806 670,746 

太陽光発電事業 2,502,851 3,588,871 5,115,625 

合    計 3,379,941 4,505,781 6,072,981 

営 業 利 益 525,697 671,019 868,221 

経 常 利 益 492,798 637,746 837,167 

経常利益率 14.5% 14.1% 13.7% 

当期純利益 452,576 562,973 746,477 

単位：千円 

   安倍首相は、日本のエネルギー政策について「（エネルギー全体に占める）原子力比率は引き下げて

いく。このため、今後３年程度の間に、再生可能エネルギーの普及と省エネルギーの推進を最大限加速

させていく」との方針を示されており、当社としては、今後も太陽光発電市場の普及拡大は進むと予測

しております。当社は、人類と環境に優しく安全な自然エネルギーの普及拡大に貢献するため、全力を

あげて取り組んでまいります。 
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セグメント別売上数値目標 （2014/6期～2016/6期） 

単位：千円 

◎社内リソースを適切に配分し市場成長の著しい太陽光発電事業へ集中 

 さらに、販売代理店等を効果的に活用することで２倍の売上成長を目指す 
 

• ＩＴ事業         ：2014/6期 売上高    269,860千円  ⇒  2016/6期 売上高    286,610千円へ 

• 建機販売事業   ：2014/6期 売上高    607,230千円  ⇒  2016/6期 売上高    670,746千円へ 

• 太陽光発電事業：2014/6期 売上高 2,502,851千円  ⇒  2016/6期 売上高 5,115,625千円へ 

9 
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①太陽光発電事業の戦略  （成長を牽引する事業）   

10 

10 

☛米調査会社ＩＨＩによると、2013年度に日本国内において導入 
   される太陽光発電は、2012年度比2.2倍の530万ＫＷに拡大すると 
  予測されております。当社は今後も高水準で市場規模が、 
  拡大すると予測しております。 

 ２５．０億 

３５．８億 
５１．１億 

高品質 

ワンス
トップ 

低価格 

 2014/6期 

 2015/6期 

 2016/6期 

高品質 × 低価格 × ワンストップ 
 
圧倒的な競争力  ＋  国策による市場拡大 

 
他に類をみない発展的な成長へ 

 
 

 
 

当社の優位性 
 太陽光事業の売上予測 
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②ＩＴ事業の戦略  （成長を支える基盤事業）    

11 

☛お客様のビジネスにおける“価値”をお客様とともに考え、その価値を向上するための実践的、具体的な 

ソリューションを一括提供し、お客様の持続的な収益向上、価値向上,変化対応力向上に貢献します。 

運用定着化 
フェーズ 

②コンサルティング 

 ナレッジ・ワーカー業務の現状を診断、
解決に向けた戦略を立案します 

 生産性向上と価値創造活性化に向けた
変革の実施を支援します 

①IT 

 ナレッジ・ワーカー業務を効率化し、価値創造を触発するた
めの情報共有・ナレッジマネジメント・コラボレーションに
関するITソリューションを提供します 

③KPO（ナレッジ・ 
プロセス・アウトソーシング） 

 情報作成・知識編纂、モニタリング、ヘルプデスク等の情報・ナ
レッジ業務をアウトソーシングすることで、価値創造業務へ
フォーカスします 

 高い専門性をつけたスタッフがトータルサポートします 

BPOサービス 

ビックデータ 

BPM／ワークフロー 

AMOサービス 

変革実施 
フェーズ 

診断・戦略立案 
フェーズ 

ソーシャル／コラボレーションツール 

モバイルツール 
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③建機事業の戦略 （成長を支える基盤事業） 

☛ 2012年６月期より社内のリソースを太陽光発電事業へ集中。今後も方針は維持。 

  ただし、取引単位での利益率向上と効率化を進め高収益事業へ。 

  建機事業とソーラー事業のシナジーを進め、両事業の収益の最大化を進める。 

  また、2020年の東京オリンピック開催の建設に向け、建機の提供に貢献していく。 
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全世界へ 

東南アジア 

アメリカ 

中東諸国 

東アジア 

※オリンピックへの貢献 
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有難うございました 

本資料は、中期経営計画に関する情報の提供を目的としたものであり、当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを 

目的としたものではありません。又、本資料は2013年８月末日現在のデータに基づき作成されております。 

本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点での当社の判断であり、その情報の正確性・完全性を保証し又は約束 

するものではなく、また今後予告なしに変更されることがあります。 


